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ついて 橘 裕司 (東海大 ･医 ･感染症)､
小林正規 (盛時大 ･医･熱帯医寄生虫)､松林
伸子､松林晴明 (京都大･霊長研)
霊長類の腸管に寄生する赤荊アメーバには､
病原性のある株 (病原株)と病原性のない株
(非病原株)が存在することが最近明らかにな
り､非病原珠は別種 (Entamoebadispar)と考
えられるようになってきた｡しかし､サル実刑こ
寄生している赤桐アメーバの病原性解析はほと
･んと行われていない｡そこで､京都大学霊長新
研究所内で飼育されている各種のサルについて
アメーバ現の感染状況を調べ､赤駒アメーバに
関して病原 ･非病原株の鑑別を試みた｡
ホルマリン･エーテル法を用いた検便では､
27497iのうち126頭 (46%)から何らか
のアメーバシストが検出された｡最も多かった
のは大腸アメーバ (陽性個体数76)で､以下
ハルトマンアメーバ (59)､ヨードアメーバ
(27)､赤駒アメーバ (21)､ポレックア
メーバ (15)､小形アメーバ (12)と続
き､他に赤痢アメーバかポレックアメ バーかの
同定困難なものが6例あった.一方､糞便培養
では､8個体 ･【土ホンザル (5)､アカゲザル
(2)､カニクイザル (1)]から赤荊アメ-
バが検出された｡培養された栄養型虫体につい
て､アイソザイム分析､モノクローナル抗体を
用いた抗原性解析､pCR法による退任子型解
析を行ったところ､8株はすべて非病原型であ
ることが判明した｡
以上の結果から､向背マカタでは病原型ア
メーバの感染は少ないものと考えられた｡
